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   Intramuscular injections of colistin-methanesulfonate sodium at the doses of 66.8 mg and 
 133.6  mg produced effective serum concentrations for at least 6-12 hours (Fig. 1). 
   In the patients with renal disturbance, the blood levels were markedlyhigher and the 
urine levels were lower than normal (Fig. 1-3). 
   In vitro sensitivities ofbacteria from genitourinay infections to  R antibiotics were tested, 
and Kanamycin and Colimycin were proven' to be the most useful (Fig. 4, Table 1). 
   Synergism between Colimycin and sulfonamide drug against Proteus in vitro was 
established (Table 4). 
   A significantclinical response on the treatment with  Colimycin (methanesulfonate  100 mg 
daily intramuscular injection) was observed in 37 cases of genitourinary infections (Table 3, 
5-9). 
   Side effects were negligible in this trial.
.は じ め に
Colimycin(以後``COM"と略記)は1950年
(昭和25年),小 山に よつて,福 島県の土壌 試
料 よ り分 離 きれ たBacillus(Aerobacillus)
polymyxavarcolistinusより得 られた抗生
物質で1}.主として緑 膿菌,大 腸菌,赤 痢菌,
百 日咳菌 等の グラム陰 性桿菌 群に有 効で,ポ リ
ミキシ ンと同様な抗菌 力を有 し,か っ この もの
と完全な交叉耐性が認め られ るが,他 種抗生 物
質 との間には認め られなV・2)"10⊃14}19)24,26)21)34}.
当初は硫酸塩 として市販 され,百 日咳(筋注),
赤痢その他の腸管 感染症(内 服),創 感染(局










著 しい効果がみ られなかつた こと,④内服の場
合に硫酸塩は体内の胆汁酸塩等によつて不活化




でき,注 射時 の疹痛 が解消 され,高 濃度 の使用
が可能 とな り,ま た胆汁酸等 に対 して も安定 と
なり,薬 効 に確実 性を増 した.こ れ に各種抗生
物質耐性菌 の出現 とい う事情 が適合 して,イ タ
リー、フ ラソス等で非常 な好評 を え(1956年～
ユ958年),次い でア メ リカ においてa・1958～
1961年頃か ら高 く評価 され,現 在で は数多 く使
用され るに到つてい る.そ のた め漸 く最 近にな
って本邦において もこの国産抗生物質 の再評 価
がされ るように なつ て ぎた ものであ る.現 在 で
はCOMに 関す る基礎 的,臨 床的文献 は数多
く,その有用性 については広 く認 め られつつ あ
る.
尿路感染症に対す る応 用は,本 邦 では昭和36
年のわれわれ の発表12,以来,泌 尿器 科学会,化
学療法学会等で散 見 され る ようにな り,現 在 で
は 尿路感染症 に対す る 治験 を述 べた 内外 の文
Wt13⊃"34)も少 くない.
しか し一方,こ の抗 生物質 の発展 経過 にお い
て,(単 位力価unit,重量mg),製 剤(su1-
fate,methanesulfonate),投与方法,投 与量
に関 して混乱 があ り,現 在 において もなお,交
献参照上 あるいは臨床治療 上に誤解 を招 くおそ
れがあるので,methanesulfonate100mg筋注
製剤の治験発表 に追加 して,こ れ らの ことにつ


















リマ イシ ンS"がmethanesulfonate(COM)とい う
よ うに 呼称 され,甚 々 間違 え や す い.米 国 ではsu1-
fate(COS)ヵミColy『mycinS,methansulfonate
(COM)がColy-mycinMと 商 品名 が 付 け られ て い
る.こ れ らの 内外 の 呼 び方 が 早 く統 一 され な い と誤 解
の も とに な る もの で あ る.
な お 文 献 上 で はCOMはColistin,Colimycin,Coly-
mycin(米),Coly-mycin(米),Colomycin(英),
Colimycine(仏),Colimicina(伊)等と記 載 され て








































































COM1回 筋 注時 の血 中 濃 度 の推 移 は 図1の 如 くで
あ る.す なわ ちmethanesulfonate66.8mg(200万単
位)の 筋 注 で は1時 間 で3.8mcg/ccに達 し,6時 間 で
約1.2mcg/ccを保 ち,玉2時間 値0.3mcg/cc,24時間
で 認 め られ な くな る(3例 の平 均値)こ れ に 対 して
133.6mg(400万単 位)筋 注 では1時 間で8.3mcg/cc,
6時 間 で なお3・3項cg/cc・12時間 で1・Omcg/ccを保
ち,24時 間 で認 め られ ない.こ れ らの値 はWright&
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表1尿 中細菌の各種薬剤に対する感受性,
腎撫能正常例 一
薦 側 三三 …
μと一螺6"ig
l藩6碗'


























































































例には100mgを8時 間 毎に1日3回 投与する のが







































麟 の多いのはCOMとKMで あつた ・ζれ らの結
0/,063!262∫]252550tnc%cOf.06S!2625/Z52550mcgCC









































































表3COM+サ 剤 併 用 例(COM100mg+Sulfarnethizole19/日).
症例i年 令
li








































































表4Proteusに 対 す るCOM+サ 剤 併 用 効 果.
COMmcg/cc サ 剤mcg/CC COM十サ剤m'cg/cc
500300150100502512.5500300150100502512,5i50030015QIOO502512.5対 照
1 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 十 十
2 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 十 十
3 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 ± 十
4 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十 十 十 十 十 一 一 一 一___ 十
5 十 十 十 十 十 十 十 一 一 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 十 十
6 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 十 十 十 十 一 一 一 一 己 一 十 十
7 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 十 十
8 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
9 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
10 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
'




感性であ り,これ らの7株 はCOMとSulfa剤の両者
を含む培地では・それぞれ25mcg/ccを含む培地以下
で増殖が阻止された.一 方3株 はSulfa剤に対 して
500mcg/cc以上に増殖 し得た.このようにProteusで
Sulfa剤に対し多少でも感受性を有する株ではSulfa







































1糠 症 状瞬 見 判 定
1 33 ♀ 一i、 日 E頗1. 消 清 澄 有
2 73 ♀ サ 剤 9日 E.副1.
2
消 清 澄 有
3 51 ♀ 一6日
」
E・c・1i1一 消 清 澄 有
4 37 ♀ 一15日 E.coli 一 消 清 澄 有
5 37 ♀
…
サ 剤2日 2 / 消 清 澄 有
6 52 ♀ 一12日 ? / 消 清 澄 有
7 22 ♀ 一 3日 Staph.epidermidis一 改 改 有
8 34 ♀ 一
i




































































































原 因 疾 患
膀 胱 周 囲 炎
神 経 因 性
膀胱機能障害
膀 胱 腫 瘍
神 経 因 性
膀胱機能障害
子 宮 内 膜 炎
尿 道 膀 胱 炎




右 尿 管 狭 窄
右腎孟炎
神 経 因 性
膀胱 機能障害
萎 縮 膀 胱形
成 手 術 後
膀 胱 異 物







































































































































































右 腎 切 石 術
(右腎結石)
右 腎 摘 除 術
(右結核性膿腎症)



























































COM100mg筋注例の副作用 としては,悪 心,眩 暉
感,口唇のシビレ感,一 時的頻尿等が4～5例 に認め
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